































































































































































   ⊂CH3)3N・SO36222,556
   (C2H5)3N・SO3613一一一
   05H5N'・IBr1560,853
   05H5N・1011680,905
   (OH3)3N・121410,765
   (GH3)3N・IBr1690,791









 しユ  
 安定なコンプレツク・スを合成し・4000cmから80cmまでの振動スペクトルの殆んど全領域を測
 定し,詳細な検討を試みた。
 アミンー無水硫酸コンプレックスでは,関連化合物の赤外スペクトルとの比較から,すべての吸収
  
 の帰属を行ない,残された600Cm附近の吸収が,ドナーアクセプター結合N-Sによるものであ
 ることを明らかにした。更に,基準座標の計算によって,その伸縮振動の力の常数∫NS-2.556x
 105dynes/cmを求め,この結合が通常の単結合の約70%程度のものであることを示した。
 ピリジンー金属ハライドの系では,コンプレックス形成によつてピリヂンの吸収がどのようにシフ
 トするかを論じ,又,遠赤外部の吸収の様子から配位構造を推定できる可能性のあるこ.とを述べてい
 る。コンプレックスの構造が複雑なため,すべての場合について定量的な考察は行なわれていないが
ロラ 
 例えばHg一一Nの吸収が100cm附近に現われることを示しているように,ドナーアクセプター結合
 の吸収位置を与えていることは,それが殆んど確定していない現在,極めて重要なことである。
 ピリヂンーハロゲン,トリメチルアミンーハロゲンのコンプレックスについては,すべてび)吸収の
 しエ エ
 帰属を行ない,例えばG5H5N・IO1ではN一一1,1一一Ci伸縮振動がそれぞれ168cm,264cm
 に現われることを示し,基準座標の計算によってそれらの力の常数として,∫NI-0.905x105dynes
 /cm,∫Ic1唱1、178x105dynes/cmを得た。この結果はドナ～アクセプター結合σ)形成によっ
 て,1-Glが自由左IO1分子よりも弱くなっていることを示している。
 他の場合についても同様の考察を行ない,ドナーアクセブター結合と,ハ・ゲン分子自身の結合の相
 対的な関係を明らかにしている。
 以上亘の論文は,このようなコンプレックスの赤外線吸収スペクトルの研究がその緒にある現在,
 直接ドナーアクセブター結合による吸収を測定し,その力の常数を求め,相互の関係を明らかにし
 更に.コンプレックス全体の吸収の帰属を行なっている点で,物理化学,錯塩化学など関連分野に与
 える寄与は大きいものと,思われる。
 なむ,6名の審査員が申請者に面接した。化学専攻担当教官十数名も列席して,申請者をして論文
 内容につき約30分説明をさせ,その後30分間質問を行ない,その結果と以上論文内容とを総合'1!lj断
 して,申請者亘文雄提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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